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― Abstract ― 34

  The Dharma-king, Go-shirakawa is a leading actor of the Tale of the Heike, albeit in the shadows, 
and an individual to be closely examined in the context of considering the goal of the creation of the 
narrative. Parallel to this, it should be mentioned that the preaching of priests such as Chōken and 
Bengyō were centered around the Dharma-king, Go-shirakawa, and heavily influenced said narra-
tive. Thus, the Dharma-king Go-shirakawa is one conduit which connects the Tale of the Heike and 
Buddhist preaching. This paper aims to evaluate the inter-relationships between the narrative and 
preaching from the vantage of preaching regarding Dharma-king Go-shirakawa
 To examine the presence of the Dharma-king Go-shirakawa in the preaching of Chōken, the 
version of the Tenpōrinshō possessed by the National Museum of Japanese History was chosen as 
the subject of investigation as the premise for the current paper’s remarks. This work contains 81 
hyōbyaku, statements of the chief purpose of a Buddhist assembly read out before an audience, but 
only one was created for Dharma-king Go-shirakawa. However, when reading other hyōbyaku, Chōken 
frequently mentions Go-shirakawa, even if he was not present at that particular assembly. Buddhist 
assemblies and memorials were possible to be held under the blessings and auspices of Go-shirakawa, 
and the people returned that favor in kind. Chōken placed assemblies and memorials which took 
place in a variety of circumstances into this framework.
 Through close readings of materials related to Chōken and Bengyō, the form of Dharma-king 
Go-shirakawa comes into focus. That is, the form of an abdicated emperor that has joined a holy order, 
who has outlived his children and kin, and who lives feeling the melancholy born of the impertinence 
of all things. Resulting in an absorption and completion of Buddhist training, the abdicated emperor 
became a person elevated to Buddhahood, complete with the power to drive out vengeful spirits. 
Chōken and Bengyō refer to the abdicated emperor as the existence of a Buddha with a living body. 
These tribulations and overcoming of vengeful spirits are detailed in the Tale of the Heike, and the 
representation of Go-shirakawa in the narrative can be said to inherit the vision of Go-shirakawa put 
forth in the preaching referred to above.
 If the image of the abdicated Go-shirakawa has indeed been inherited from preaching sources, 
then the entire character of the narrative’s relationship to this Buddhist preaching must be studied. 
In that instance, the elegiac viewpoint becomes important. Until the current point, elegiac rites have 
been looked at from the position of both the quick and the dead, from the standpoint of preaching, 
elegies of threat and persuasion both must be considered in their context within Buddhist preaching.

Research on the Inter-connections between Buddhist Preaching 
(Shōdō) Culture and the Tale of the Heike

 Focusing on Preaching Regarding the Dharma-king, Go-shirakawa

Makino Atsushi
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《
特
別
研
究
第
2
種
》

『
平
家
物
語
』
と
唱
導
文
化
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
綜
合
的
研
究

　
　

―
後
白
河
法
皇
を
め
ぐ
る
唱
導
の
観
点
か
ら
―

牧

野

淳

司　

一
、
は
じ
め
に

　
『
平
家
物
語
』
が
唱
導
（
仏
の
教
え
を
広
く
説
く
行
為
）
と
深
い
関
係
を
持
つ
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
天
台
僧
澄
憲
を
祖
と
す
る
安
居
院
流
の
唱
導
書
が
、

『
平
家
物
語
』
の
い
く
つ
か
の
場
面
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
る1

＊

。
ま
た
、
本
文
を
引
用
す
る
の
み
で
な
く
、
先
例
列
記
な
ど
の
唱
導

の
技
法
（
手
法
）
が
物
語
を
作
り
出
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る2

＊

。

さ
ら
に
最
近
で
は
、
唱
導
研
究
の
内
実
が
深
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。
唱
導
の
言
葉

（
内
容
）
の
み
な
ら
ず
、
絵
画
や
造
型
物
、
身
体
所
作
な
ど
、
唱
導
に
関
係
す
る

諸
文
化
を
総
体
的
に
と
ら
え
、
か
つ
、
ア
ジ
ア
全
体
を
見
渡
す
視
座
か
ら
そ
の
意

義
を
追
究
す
る
試
み
な
ど
が
出
て
き
た3

＊

。
こ
の
よ
う
な
中
、
筆
者
も
唱
導
資
料

の
発
掘
を
進
め
な
が
ら
そ
の
価
値
を
明
ら
か
に
し
、
か
つ
『
平
家
物
語
』
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
試
み
を
継
続
し
て
き
た4

＊

。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
経
て
、

あ
ら
た
め
て
重
要
だ
と
認
識
す
る
に
至
っ
た
の
は
後
白
河
法
皇
の
存
在
で
あ
る
。

　
『
平
家
物
語
』
に
と
っ
て
後
白
河
法
皇
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
。
二
〇
一
〇
年
刊

行
の
『
平
家
物
語
大
事
典
』5

＊

で
は
、
後
白
河
法
皇
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。

後
白
河
院
は
、
さ
し
て
集
中
的
に
描
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
平
家
物

語
』
の
ほ
ぼ
最
初
か
ら
最
後
ま
で
登
場
す
る
唯
一
の
人
物
で
あ
り
、
物
語
の

陰
の
主
役
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
物
語
は
、
院
に
対
し
て
時
に
批
判
的

で
あ
り
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
院
の
立
場
に
寄
り
添
っ
て
事
件
を
語
る
。

　
『
平
家
物
語
』
が
何
の
た
め
に
作
ら
れ
た
か
、
誰
の
た
め
に
作
ら
れ
た
か
、
ど
の

よ
う
な
場
で
作
ら
れ
た
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考
え
る
時
、「
物
語
の
陰
の
主
役
」

と
言
わ
れ
る
後
白
河
法
皇
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
。
物
語
が
彼
を
ど
の
よ
う
に

描
い
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
、
物
語
の
性
質
を
見
定

め
る
際
の
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
あ
る
。

　

当
然
な
が
ら
、『
平
家
物
語
』
の
後
白
河
法
皇
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
論
が
あ
る
。
物
語
を
丹
念
に
読
解
す
る
方
法
や
、
日
本
史
学
の
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
他
の
史
資
料
が
伝
え
る
後
白
河
法
皇
像
と
比
較
す
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
平
家
物
語
大
事
典
』
は
「
物
語
は
、
院
に
対
し
て
時

に
批
判
的
で
あ
り
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
院
の
立
場
に
寄
り
添
っ
て
事
件
を
語
る
」

と
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
、『
平
家
物
語
』
は
後
白
河
法
皇
に
対
し
て

時
に
批
判
的
だ
が
基
本
的
に
肯
定
的
で
あ
る
、
と
理
解
し
て
お
け
ば
大
き
く
誤
る
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こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
問
題
が
残
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

『
平
家
物
語
大
事
典
』
は
、「
後
白
河
院
が
こ
の
物
語
の
理
解
に
お
い
て
重
要
な
鍵

を
握
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
項
目
を
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
考
究

の
余
地
が
ま
だ
存
在
す
る
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。

　

一
方
、
唱
導
研
究
に
お
い
て
も
後
白
河
法
皇
は
無
視
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

『
平
家
物
語
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
唱
導
僧
で
あ
る
澄
憲
や
弁
暁
は
、
後
白

河
法
皇
の
す
ぐ
側
で
活
動
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
澄
憲
は
後
白
河
法
皇
の
「
寵

僧
」6

＊

と
言
わ
れ
た
人
物
で
、
彼
の
唱
導
は
後
白
河
法
皇
を
中
心
に
展
開
し
て
い

た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
最
近
紹
介
し
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
の

『
転
法
輪
鈔
』7

＊

を
見
て
い
て
も
感
じ
ら
れ
る
（
こ
の
点
は
、
次
節
で
述
べ
る
）。

十
二
世
紀
の
後
半
、
澄
憲
や
弁
暁
、
貞
慶
と
い
っ
た
説
経
僧
が
登
場
し
、
数
多
く

の
唱
導
資
料
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
は
宗
派
を
越
え
て
書
写
さ

れ
、
後
世
の
唱
導
の
規
範
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
「
説
法
道
」
が
確
立
す

る
動
き
の
中
心
に
い
た
の
が
後
白
河
法
皇
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
後
白
河
法
皇
に
つ
い
て
は
日
本
史
研
究
の
蓄
積
が
あ
る8

＊

。
し
か

し
、
澄
憲
や
弁
暁
の
唱
導
資
料
を
用
い
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
唱
導
資
料
に

未
紹
介
の
も
の
が
多
い
こ
と
、
唱
導
資
料
の
資
料
的
価
値
が
明
確
に
は
定
ま
っ
て

い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
状
況
は
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
弁
暁
草
の
翻
刻
が
公
刊
さ
れ
た9

＊

。

筆
者
は
近
年
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
澄
憲
の
表
白
集
『
転
法
輪

鈔
』
の
翻
刻
を
公
に
し
た10

＊

。
こ
れ
ら
の
唱
導
資
料
を
用
い
た
研
究
論
文
も
発
表

し
た11

＊

。
唱
導
資
料
の
紹
介
・
公
刊
が
着
実
に
進
み
、
こ
れ
ら
か
ら
後
白
河
法
皇

に
つ
い
て
考
究
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
な
環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
後
白
河
法
皇
の
姿
が
見
え
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
あ
る12

＊

。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
平
家
物
語
』
に
と
っ
て
も
、
唱
導
に
と
っ
て
も
、
後
白
河
法

皇
の
存
在
は
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
『
平
家
物
語
』
と
唱
導
と
の
関
係
性
を
論
じ

る
際
、
後
白
河
法
皇
は
、
重
要
な
視
座
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、

唱
導
資
料
か
ら
見
え
て
く
る
後
白
河
法
皇
像
の
い
く
つ
か
を
示
し
、
そ
れ
と
『
平

家
物
語
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
唱
導
僧
が
後
白
河
法

皇
の
周
辺
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
後
白
河
法
皇
を
ど
う

評
価
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
後
白
河
法
皇
研
究
に
新
た

な
材
料
を
提
供
す
る
ば
か
り
で
な
く
、『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
の
新
し
い
見
方
を

示
す
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る13

＊

。

二
、
歴
博
本
『
転
法
輪
鈔
』
の
後
白
河
法
皇

　

唱
導
に
お
け
る
後
白
河
法
皇
と
物
語
と
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
前
に
、
十
二
世

紀
後
半
の
唱
導
が
後
白
河
法
皇
を
中
心
に
展
開
し
た
一
面
を
持
つ
こ
と
を
、
澄
憲

の
資
料
か
ら
確
認
し
て
み
た
い
。
取
り
上
げ
る
の
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵

『
転
法
輪
鈔
』
で
あ
る
。
本
資
料
は
全
四
帖
か
ら
な
る
。
堂
供
養
関
係
表
白
を
集
め

た
二
帖
、
密
教
修
法
関
係
表
白
を
集
め
た
一
帖
、
松
殿
基
房
主
催
仏
事
の
表
白
を

集
め
た
一
帖
で
あ
る
。
四
帖
に
合
計
で
八
十
一
篇
の
表
白
を
収
録
し
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
後
白
河
法
皇
が
施
主
と
な
っ
た
法
会
の
表
白
は
一
篇
で
あ
る
。
そ
の
点

か
ら
す
れ
ば
、
歴
博
本
は
後
白
河
法
皇
と
は
関
係
の
薄
い
資
料
に
見
え
る
。
た
と

え
ば
、
金
沢
文
庫
保
管
の
『
転
法
輪
鈔
』
に
は
「
後
白
河
院
」
帖
が
あ
り
、
後
白

河
法
皇
が
主
催
し
た
法
会
の
表
白
を
集
め
て
い
る
。「
後
白
河
院
」
帖
の
存
在
は
、

澄
憲
が
後
白
河
法
皇
の
た
め
の
唱
導
を
多
く
展
開
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、

歴
博
本
四
帖
は
、
後
白
河
法
皇
と
関
わ
ら
な
い
場
で
も
澄
憲
が
精
力
的
に
活
動
し

て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
澄
憲
が
多
様
な
施
主
の
要
請
に
応
じ
、
そ
の
場
に

合
わ
せ
た
唱
導
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
歴
博
本
に
含
ま

れ
る
い
く
つ
か
の
表
白
を
見
る
と
、
後
白
河
法
皇
が
不
在
の
場
に
お
い
て
も
、
澄
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憲
の
唱
導
で
は
法
皇
が
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
四
帖
の
う
ち
の
一
帖
で
あ
る
「
堂
供
養
下
」
帖
で
示
し
て

み
る
。
こ
の
帖
は
、
俗
人
の
堂
供
養
を
中
心
に
集
め
た
も
の
で
、
二
十
五
篇
の
表

白
を
収
録
し
て
い
る
が
、
数
多
く
の
施
主
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
こ
に
後
白
河
法

皇
が
ど
の
よ
う
に
登
場
す
る
か
を
見
る
こ
と
で
、
澄
憲
の
唱
導
に
お
け
る
後
白
河

法
皇
の
存
在
感
が
見
え
て
く
る14

＊

。
二
十
五
篇
の
表
白
の
施
主
を
示
す
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
平
盛
子
女
房
、
藤
原
公
能
室
、
平
政
子 （
二
篇
）、
藤
原
実
定
、
藤

原
隆
季
、
藤
原
資
長
、
藤
原
重
家
、
藤
原
修
範
、
平
基
親
、
安
倍
泰
親
、
安
倍
業

俊
、
安
倍
泰
茂
、
大
江
信
忠
、
賀
茂
重
保
、
平
棟
範
、
北
条
時
政
、
菅
原
在
茂
、

大
江
某
、
源
顕
信
、
北
条
政
子 （
実
質
は
源
頼
朝
）、
藤
原
兼
実
、
某
僧 （
大
法
主

上
人
）、
藤
原
能
保
妾
尼
公
、 

惟
宗
定
景
室
、 
合
計
で
二
十
四
人
で
あ
る
。
澄
憲
が

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
々
の
請
に
応
じ
、
多
様
な
人
脈
、
場
の
中
で
活
動
し
て
い

る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
何
篇
か
の
表
白
に
後
白
河
法
皇
が
出

る
。

　

そ
の
一
つ
は
藤
原
修
範
の
た
め
の
表
白
で
あ
る
。
修
範
は
堂
舎
建
立
と
そ
れ
に

伴
う
阿
弥
陀
三
尊
供
養
の
功
徳
を
最
初
に
後
白
河
法
皇
に
捧
げ
て
い
る
。
自
身
を

含
め
一
門
の
兄
弟
が
昇
進
し
、
こ
の
世
の
栄
分
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

後
白
河
法
皇
の
恩
恵
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
表
白
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
修

範
は
信
西
の
五
男
で
澄
憲
の
異
母
兄
弟
に
あ
た
る
。
信
西
一
族
は
後
白
河
法
皇
の

庇
護
を
う
け
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
一
族
が
催
す
仏
事
で
は
し
ば
し
ば
法
皇
に

対
す
る
報
謝
の
思
い
が
披
露
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
活
動
の
一
翼

を
、
表
白
を
作
成
し
導
師
を
勤
め
る
こ
と
で
澄
憲
は
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
ま
た
、
大
江
信
忠
も
法
会
の
善
根
の
大
部
分
を
後
白
河
法
皇
に
捧
げ
て
い

る
。
澄
憲
は
大
江
信
忠
に
つ
い
て
、「
大
施
主
殿
下
、 

多
生
の
厚
縁
に
依
て
、 

久
し

く
太
上
天
皇
の
龍
顔
に
近
づ
き
、
宿
生
の
深
き
契
り
を
以
て
、
厚
く
無
涯
不
次
の

恩
沢
を
蒙
る
」15

＊

と
述
べ
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
後
白
河
法
皇
に
近
侍
し
、
多

大
な
恩
を
受
け
た
が
ゆ
え
に
、
功
徳
を
後
白
河
法
皇
に
捧
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
は
後
白
河
院
近
臣
が
仏
事
を
行
う
場
合
、
し
ば
し
ば
功
徳
が
後
白
河
法
皇
に

捧
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
活
動
に
澄
憲
が
関
与
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

後
白
河
法
皇
の
近
臣
で
な
い
者
の
法
会
で
は
、
た
と
え
ば
、
北
条
政
子
（
実

質
は
源
頼
朝
が
施
主
）
の
た
め
の
表
白
に
後
白
河
法
皇
が
出
て
い
る
。
北
条
政

子
（
源
頼
朝
）
が
鎌
蔵
薬
師
堂
（
永
福
寺
薬
師
堂
）
を
供
養
し
た
際
の
表
白
で
あ

る
。
そ
の
時
に
頼
朝
は
、
後
白
河
法
皇
の
た
め
に
特
別
に
金
字
紺
紙
法
華
経
を
書

写
供
養
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
「
忝
く
も
法
皇
の
龍
顔
を
拝
し
、
不
次
の
抽
賞
に

預
」
っ
た
恩
徳
に
報
い
る
た
め
で
あ
る
と
表
白
は
記
し
て
い
る
。
法
皇
に
多
大
な

報
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
頼
朝
の
姿
が
法
会
の
場
で
広
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
澄
憲
が
こ
の
よ
う
な
表
白
を
執
筆
し
た
の
は
、
頼
朝
の
仏
事
が
後
白
河

法
皇
の
た
め
と
い
う
一
面
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う16

＊

。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
頼
朝
像
が
法
会
を
通
し
て
世
間
に
流
通
し
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ

の
ほ
か
、
菅
原
在
茂
に
つ
い
て
は
、
今
日
こ
の
よ
う
な
大
善
を
催
す
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
天
満
天
神
の
恩
、
後
白
河
法
皇
の
恤
、
善
友
の
勧
め
が
あ
っ
て
の
こ
と

で
あ
る
と
澄
憲
は
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
功
徳
の
一
部
は
や
は
り
後
白
河
法

皇
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

澄
憲
の
活
動
、
人
脈
の
中
心
に
は
常
に
後
白
河
法
皇
が
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
が
催
す
仏
事
法
会
を
後
白
河
法
皇
の
庇
護
・
恩
徳
に
よ
る
も
の
と
し
、
ま

た
、
後
白
河
法
皇
の
恩
徳
に
報
い
る
た
め
の
も
の
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

澄
憲
は
、
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
た
と
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
後
白
河
法
皇
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
仏
事

法
会
に
お
い
て
も
、
澄
憲
が
法
皇
の
た
め
の
言
葉
を
繰
り
返
し
発
信
し
て
い
た
形

跡
が
確
認
で
き
る
。
澄
憲
の
唱
導
に
と
っ
て
法
皇
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
所
以

で
あ
る
。
こ
こ
で
詳
し
く
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
同
様
の
こ
と
は
弁
暁
に
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つ
い
て
も
言
え
る
と
予
想
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
唱
導
の
場
で
澄
憲
や
弁
暁
が

ど
の
よ
う
な
法
皇
像
を
作
り
上
げ
て
い
た
か
、『
平
家
物
語
』
と
の
関
係
性
に
触
れ

な
が
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。

三
、
喪
失
感
と
と
も
に
生
き
る
法
皇

　

弁
暁
草
の
う
ち 
「
後
白
河
法
皇
廻
向
」 

帖17
＊

は
、 

近
親
者
を
亡
く
し
た
後
白
河
法

皇
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

（
前
欠
）
親
経
が
書
き
た
る
こ
そ
候
ふ
め
れ
。
実
に
至
極
の
理
を
書
き
候
ふ
。

「
四
代
前
朝
の
子
た
り
孫
た
る
、
我
に
先
ん
じ
て
行
善
の
人
と
成
る
。
戚
属
臣

妾
の
老
い
た
る
有
り
少
き
有
り
、
半
ば
を
過
ぎ
て
永
夕
の
別
れ
を
告
ぐ
」。
実

に
さ
る
事
は
候
は
ず
や
。
二
条
院
以
後
四
代
の
先
朝
聖
霊
、
皆
君
の
御
子
御

孫
と
御
し
ま
し
な
が
ら
、
幼
少
若
年
の
御
齢
を
以
て
次
第
に
か
う
は
ら
は
ら

と
隠
れ
去
り
御
し
ま
す
事
、
実
に
是
は
い
か
な
る
次
第
に
か
候
ふ
ら
む
。
万

人
皆
夢
を
見
る
心
地
こ
そ
候
へ
。
又
、
高
松
院
、
建
春
門
院
、
皆
是
君
の
辺

の
御
を
と
と
、
余
年
千
秋
万
歳
と
顕
し
ま
し
つ
べ
く
御
し
ま
し
し
君
、
そ
れ

も
か
う
成
り
御
ま
し
ぬ
。
ま
ぢ
か
う
召
し
仕
は
れ
し
公
卿
侍
臣
地
下
北
面
、

実
に
残
る
は
少
な
う
、
往
き
た
る
は
員
も
知
ら
ず
候
ふ
。
東
岱
喪
殷
の
煙
朝

に
昇
り
、
北
芒
新
旧
の
露
御
し
ま
す
も
悲
し
く
今
も
悲
し
。
終
を
送
る
鐘
の

声
は
耳
に
満
ち
て
弥
よ
悲
し
く
、
空
に
聳
え
る
雲
の
色
は
眼
に
遮
り
て
涙
在

り
。

最
初
に
、
藤
原
親
経
作
の
願
文
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と

を
、
全
く
そ
の
通
り
だ
と
述
べ
た
上
で
、
周
囲
の
人
に
先
立
た
れ
た
法
皇
の
境
遇

を
説
明
し
て
い
る
。
二
条
・
六
条
・
高
倉
・
安
徳
の
四
代
天
皇
は
み
な
後
白
河
法

皇
の
子
で
あ
り
孫
で
あ
っ
た
が
、
次
々
と
世
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
高
松
院
・
建

春
門
院
に
も
先
立
た
れ
、
身
近
で
召
し
仕
っ
て
い
た
公
卿
侍
臣
地
下
北
面
も
多
く

は
死
去
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
大
勢
の
近
親
者
に
先
立
た
れ
て
無
常
を
実
感

し
、
悲
し
み
を
抱
い
て
生
き
る
法
皇
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
三
本
（
巻
六
）
の
一
節

で
あ
る18

＊

。
永
万
元
年
七
月
に
第
一
の
御
子
、
二
条
院
も
失
せ
さ
せ
給
ひ
に
き
。
第
二
の

御
子
高
倉
宮
、
治
承
四
年
五
月
に
誅
た
れ
さ
せ
給
ひ
ぬ
。
現
世
後
生
と
憑
み

奉
り
給
ひ
つ
る
第
四
の
御
子
、
新
院
さ
へ
か
や
う
に
先
立
ち
給
ひ
ぬ
。
今
は

い
と
ど
御
心
よ
わ
く
な
ら
せ
給
ひ
て
、
何
な
る
べ
し
と
も
思
し
召
し
わ
か

ず
。
老
少
不
定
は
人
間
の
な
ら
ひ
な
れ
ど
も
、
前
後
相
違
は
又
、
生
前
の
御

恨
み
な
ほ
深
し
。
翼
鳥
、
連
理
の
枝
と
、
天
に
仰
ぎ
、
星
を
指
し
て
、
御

契
り
浅
か
ら
ざ
り
し
建
春
門
院
も
、
安
元
二
年
七
月
七
日
、 

秋
風
な
さ
け
な

く
し
て
、 

夜
は
の
露
と
消
え
さ
せ
給
ひ
し
か
ば
、 

雲
の
か
け
は
し
か
き
絶
へ

て
、 

あ
ま
の
河
の
あ
ふ
せ
を
よ
そ
に
御
ら
む
じ
て
、
生
者
必
滅
、
会
者
定
離

の
理
を
深
く
思
し
食
し
取
り
て
、
年
月
を
隔
つ
れ
ど
も
、
昨
日
今
日
の
御
別

れ
の
や
う
に
思
し
食
し
て
、
御
涙
も
未
だ
か
わ
き
も
あ
へ
ず
。
此
の
御
歎
き

さ
へ
打
ち
そ
ひ
ぬ
る
ぞ
申
す
量
り
な
き
。
近
く
召
し
仕
は
れ
し
輩
、
む
つ
ま

じ
く
思
し
食
し
し
人
々
、
或
は
流
さ
れ
、
或
は
誅
せ
ら
れ
に
き
。
今
は
何
事

に
か
御
意
を
も
休
め
さ
せ
給
ふ
べ
き
。

高
倉
院
の
死
去
に
続
く
場
面
で
あ
る
が
、
後
白
河
法
皇
が
二
条
院
、
高
倉
宮
（
以

仁
王
）、
新
院
（
高
倉
院
）
を
次
々
と
亡
く
し
た
こ
と
、
契
り
深
か
っ
た
建
春
門
院

と
も
死
に
別
れ
た
こ
と
、
近
臣
の
多
く
を
失
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
御
心
よ

わ
く
」
な
り
、
涙
も
乾
か
ず
、
何
事
に
も
心
を
慰
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
法
皇
の

姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
部
分
を
見
る
と
、
唱
導
に
よ
っ
て
描
か
れ
た

後
白
河
法
皇
像
が
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
何
ら
か
の
経
路
を
経
て
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
と
考
え
た
く
な
る
。

　

延
慶
本
は
さ
ら
に
続
け
て
、
後
白
河
法
皇
の
心
中
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
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る
。

法
皇
の
御
心
中
、
申
す
も
愚
か
也
。「
我
十
善
の
余
薫
に
酬
ひ
て
、
万
乗
の
宝

位
を
忝
く
す
。
四
代
の
帝
王
、
思
へ
ば
子
也
、
孫
也
。
い
か
な
れ
ば
万
機
政

務
を
止
め
ら
れ
て
、
年
月
を
送
る
ら
む
」
な
む
ど
、
日
来
御
患
ひ
の
や
す
む

か
た
な
か
り
け
る
上
、
新
院
の
御
事
さ
へ
打
ち
そ
ひ
ぬ
れ
ば
、
内
外
に
つ
け

て
思
し
召
し
し
づ
ま
せ
御
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
「
法
皇
の
御
心
中
」
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
高

倉
院
を
失
っ
た
際
の
悲
し
み
は
周
囲
の
人
々
に
洩
ら
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
弁
暁
は

そ
の
よ
う
な
法
皇
の
気
持
ち
を
承
知
し
て
い
た
。
そ
し
て
法
会
の
場
で
、
法
皇
の

悲
し
み
を
語
っ
て
み
せ
た
。
法
会
に
参
列
し
た
人
々
は
、
弁
暁
の
言
葉
で
法
皇
の

心
中
を
理
解
し
た
で
あ
ろ
う
。
法
会
の
場
で
読
ま
れ
る
表
白
に
よ
っ
て
、
唱
導
僧

が
語
る
後
白
河
法
皇
像
が
世
間
に
広
ま
っ
て
い
く
。『
平
家
物
語
』
の
語
り
手
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
共
有
さ
れ
た
後
白
河
法
皇
像
を
引
き
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
悲
し
み
を
抱
き
、
無
常
を
実
感
し
な
が
ら
生
き
る
法
皇
像
は
唱
導
を
出
発
点

と
し
て
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う19

＊

。

四
、
仏
道
修
行
に
励
む
法
皇

　

後
白
河
法
皇
が
君
臨
し
て
い
た
時
代
は
、
国
中
で
数
多
く
の
戦
乱
が
起
こ
っ
て

い
た
。
唱
導
者
の
立
場
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
世
に
求
め
ら
れ
る
の
は
仏
法
を
篤

く
信
仰
し
、
仏
法
の
力
で
国
を
統
治
し
よ
う
と
す
る
王
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
期
待
を
背
負
っ
た
の
が
後
白
河
法
皇
で
あ
っ
た
。
仏
道
修
行
に
励
む
理
想
的

法
皇
と
し
て
の
後
白
河
法
皇
像
が
、
唱
導
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
、
弁
暁
の
資
料
を
通
し
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

弁
暁
の
説
草
「
後
白
川
院　

嵯
峨
釈
迦
堂
八
万
部
御
経
供
養
」
帖20

＊

は
、
仏
教

界
に
お
け
る
後
白
河
法
皇
の
功
績
を
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
東
大
寺
大
仏
殿
と
大

仏
を
再
興
し
た
こ
と
、
八
万
部
の
法
華
経
を
読
誦
し
た
こ
と
に
触
れ
、
他
国
に
も

類
を
見
な
い
空
前
絶
後
の
功
徳
で
あ
る
と
称
讃
し
て
い
る
が
、
列
挙
さ
れ
た
法
皇

自
身
の
勤
行
内
容
を
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

法
花
護
摩
一
万
三
百
五
十
五
座
・
日
数
八
千
四
百
八
十
ヶ
日
・
法
花
懺
法
の

御
読
誦
一
万
一
千
五
百
卅
巻
・
阿
弥
陀
経
御
転
読
十
六
万
六
千
九
百
六
十
六

巻
・
百
万
遍
御
念
仏
二
百
餘
度
・
諸
尊
護
摩
御
供
養
法
・
率
都
婆
造
立
・
千

手
経
御
読
誦
・
毎
月
御
修
法
・
或
千
日
講
御
打
聞

膨
大
な
数
の
勤
行
に
加
え
、
そ
の
修
行
の
様
子
は
、「
夜
も
五
更
を
越
え
ず
と
も
、

御
寝
成
る
事
は
只
刹
那
須
臾
、
残
り
は
皆
御
行
法
に
て
あ
か
し
く
ら
」
す
ほ
ど
で

あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
老
齢
に
到
り
体
が
弱
っ
て
い
く
中
、
周
囲
の
者
が
心
配

す
る
の
も
聞
か
ず
、
ま
す
ま
す
修
行
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
法
皇
の
姿
も
印
象
的

に
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
四
天
王
寺
の
千
僧
供
養
に
参
列
し
、
金
堂
へ
向
か
う

後
白
河
法
皇
を
、
人
々
が
「
皆
只
生
身
の
尺
迦
仏
を
拝
し
奉
る
ご
と
し
と
こ
そ
は
、

涙
を
流
し
喜
び
合
ひ
た
る
事
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
弁
暁
に
よ
っ

て
発
信
さ
れ
る
の
は
、
厳
し
く
困
難
な
仏
道
修
行
を
成
し
遂
げ
、
四
天
王
寺
で
そ

れ
を
完
成
さ
せ
た
法
皇
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
法
皇
像
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
二
本

（
巻
三
）
に
語
ら
れ
る
法
皇
御
灌
頂
の
物
語
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
熱
心
に
仏
道
修
行

に
励
む
法
皇
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

後
白
河
法
皇
、
忝
く
も
観
行
五
品
の
位
に
心
を
懸
け
ま
し
ま
し
て
、
法
花
修

行
の
道
場
、
五
種
法
師
の
燈
を
挑
げ
て
七
万
八
千
余
部
の
転
読
な
り
。
上
古

に
も
未
だ
承
り
及
ば
ず
。
何
ぞ
況
や
末
代
に
を
い
て
を
や
。
十
善
玉
躰
の
御

衣
の
色
、
三
密
護
摩
の
壇
に
す
す
け
て
、
即
身
菩
提
の
聖
の
御
門
と
ぞ
み
へ

さ
せ
給
ひ
け
る
。

法
華
経
修
行
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
が
、「
七
万
八
千
余
部
」
と
い
う
読
誦
の
部
数

の
多
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
熱
心
な
修
行
者
は
、
上
古
に
も
聞
い
た
こ
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と
が
な
い
。
ま
し
て
、
末
代
に
は
あ
り
得
な
い
と
讃
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
勤
行

内
容
は
、

両
界
の
万
だ
ら
・
廿
五
壇
の
別
尊
法
・
三
密
瑜
伽
の
行
法
・
護
摩
八
千
の
薫

修
・
光
明
真
言
・
尊
勝
だ
ら
に
・
慈
救
呪
・
宝
篋
印
・
火
界
真
言
・
千
手

経
・
護
身
結
界
・
十
八
道
・
仁
王
般
若
・
五
壇
法

と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
法
皇
の
勤
行
内
容
を
一
々
数
え
上
げ
、
そ
の
修
行
ぶ
り
を

強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
仏
道
修
行
に
の
め
り
込
む
法
皇
の
姿
は
、
法
会
の

場
で
唱
導
に
よ
り
発
信
さ
れ
た
法
皇
像
を
継
承
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
後
白
河
法
皇
が
仏
道
修
行
に
う
ち
こ
ん
だ
理
由
は
何
か
。
戦

乱
で
命
を
落
と
し
た
人
の
霊
魂
が
問
題
で
あ
っ
た
。
反
逆
者
を
生
み
出
し
、
国
を

戦
渦
に
巻
き
込
ん
だ
責
任
は
法
皇
に
あ
る
。
亡
魂
に
不
安
と
怖
れ
を
感
じ
、
そ
れ

が
浮
か
ば
れ
る
よ
う
に
供
養
を
営
む
法
皇
の
姿
も
弁
暁
の
唱
導
資
料
に
描
か
れ

る
。
法
皇
は
死
者
の
霊
魂
が
悪
鬼
・
怨
霊
と
な
っ
て
禍
を
な
す
こ
と
を
阻
止
し
よ

う
と
し
た
。
と
同
時
に
、
法
皇
は
、
そ
れ
ら
を
寄
せ
付
け
な
い
力
を
手
に
入
れ
る

努
力
を
し
て
い
た
。
唱
導
に
よ
れ
ば
、
世
を
乱
す
存
在
は
、
天
魔
・
魔
縁
・
悪

鬼
・
邪
神
・
怨
霊
で
あ
る
。
天
魔
・
魔
縁
は
も
と
も
と
仏
法
に
障
碍
を
為
す
存
在

で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
末
に
は
怨
霊
と
同
一
視
さ
れ
、
人
に
取
り
憑
い
て
、
王

法
と
仏
法
を
破
壊
し
よ
う
と
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
と
対
峙
す
る
た

め
に
は
、
並
一
通
り
で
な
い
仏
道
修
行
が
求
め
ら
れ
た
。
法
皇
が
熱
心
に
仏
道
修

行
し
た
の
は
、
天
魔
・
怨
霊
を
退
け
る
力
を
手
に
入
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
弁
暁

の
資
料
に
は
、
そ
の
成
果
を
手
に
し
、
四
天
王
寺
で
生
身
の
釈
迦
仏
の
よ
う
に
拝

さ
れ
る
後
白
河
法
皇
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
法
皇
の
姿
も
『
平
家
物
語
』
の
後
白
河
法
皇
像
と
重
な

り
あ
う
。
延
慶
本
『
平
家
物
語
』「
法
皇
御
灌
頂
事
」
の
章
段
は
、
熱
心
な
仏
道
修

行
に
よ
り
天
魔
を
克
服
し
、
四
天
王
寺
で
「
金
剛
仏
子
の
法
皇
」、「
即
身
成
仏
の

玉
躰
」
と
な
る
後
白
河
の
物
語
で
あ
る
。
延
慶
本
は
こ
の
章
段
で
、
天
魔
を
寄
せ

付
け
な
い
真
の
「
法
皇
」
が
誕
生
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
崇
徳

院
・
藤
原
頼
長
・
源
為
義
ら
の
怨
霊
は
法
皇
の
御
所
へ
入
る
の
を
あ
き
ら
め
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
清
盛
の
屋
敷
へ
侵
入
し
た
こ
と
に
よ
り
清
盛
は
悪
行
を
加
速
さ

せ
た
の
で
あ
る
（
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
第
二
本
（
巻
三
）「
入
道
卿
相
雲
客
四
十

余
人
解
官
事
」）21

＊

。

五
、
末
代
衆
生
を
救
済
す
る
法
皇

　

後
白
河
は
天
魔
を
克
服
し
、
金
剛
仏
子
の
法
皇
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
唱
導
の
言

葉
で
言
祝
い
だ
の
が
弁
暁
で
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
弁
暁
に
よ
っ
て
生
身
の
釈
迦

仏
の
よ
う
な
存
在
の
法
皇
が
誕
生
さ
せ
ら
れ
た
と
言
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
そ
し
て
、
理
想
の
法
皇
像
を
作
り
出
す
営
み
は
澄
憲
の
活
動
に
も
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
四
天
王
寺
で
後
白
河
法
皇
が
逆
修
を
行
っ
た
時
の

澄
憲
の
説
法
を
参
照
し
て
み
る
。
金
沢
文
庫
保
管
『
釈
門
秘
鑰
』
に
収
め
ら
れ
た

も
の
で22

＊

、
法
皇
は
こ
の
時
、
阿
弥
陀
像
を
造
立
し
て
供
養
し
た
。
そ
の
新
造
の

仏
像
に
つ
い
て
、
澄
憲
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

今
推
す
る
所
は
、
極
楽
化
主
弥
陀
は
東
門
を
出
で
て
、
遥
か
に
敬
田
院
御
斎

筵
を
眺
望
し
、
今
度
新
造
の
弥
陀
は
、
天
王
寺
西
門
に
向
ひ
て
、
西
土
本
仏

に
謁
し
奉
り
御
す
ら
ん
。
我
君
の
御
本
願
よ
り
、
本
仏
・
新
仏
慇
懃
に
相
議

し
て
、
利
生
方
便
を
議
定
し
給
ふ
ら
ん
。

こ
こ
で
語
ら
れ
る
の
は
、
西
方
極
楽
世
界
の
阿
弥
陀
如
来
（
本
仏
）
と
新
造
の
阿

弥
陀
如
来
像
（
新
仏
）
と
が
顔
を
合
わ
せ
、
法
皇
、
お
よ
び
こ
の
国
の
人
々
を
救

済
す
る
手
段
を
相
語
ら
う
光
景
で
あ
る
。
こ
の
後
、
澄
憲
は
、
世
界
最
初
の
仏
像

と
さ
れ
る
優
填
王
の
栴
檀
釈
迦
像
（
木
像
仏
）
が
、
忉
利
天
か
ら
釈
迦
（
生
身
仏
）

が
降
り
て
き
た
時
に
、
宝
階
の
下
に
跪
い
て
礼
拝
し
、
生
身
仏
と
種
々
の
対
話
を
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し
て
、
衆
生
の
救
済
を
託
さ
れ
た
と
い
う
物
語
（
優
填
王
釈
迦
造
像
譚
）
を
語
る
。

木
像
仏
が
ま
る
で
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
動
き
だ
し
、
生
身
の
釈
迦
と
対
話
す

る
場
面
を
語
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
法
皇
の
造
立
し
た
仏
像
も
西
方

の
真
仏
と
対
話
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
、
澄
憲
は
語
っ
て
み
せ
る
。

今
又
此
く
の
ご
と
く
云
ふ
べ
し
。
西
方
生
身
阿
弥
陀
如
来
、
此
の
木
像
阿
弥

陀
如
来
と
、
互
ひ
に
敬
儀
を
致
し
御
し
ま
し
て
、
西
方
真
身
仏
は
仰
せ
候
べ

き
様
、
我
浄
土
の
真
身
た
り
と
雖
も
、
只
今
法
皇
に
見
み
へ
奉
る
こ
と
能
は

ず
。
汝
形
像
た
り
と
雖
も
、
面
り
法
皇
御
本
尊
た
り
て
見
え
奉
り
給
へ
ば
、

法
皇
百
廿
年
娑
婆
に
在
る
間
は
、
汝
が
利
益
我
に
勝
れ
り
。
我
は
敬
田
院
西

門
に
冥
に
影
向
す
と
雖
も
、
顕
れ
て
見
え
奉
ら
じ
。
利
益
既
に
勝
劣
有
り
。

感
応
亦
隠
顕
有
り
。
故
に
、
先
き
立
ち
て
道
場
に
帰
り
給
ふ
べ
し
、
道
場
に

住
し
給
ふ
べ
し
と
や
、
仰
せ
候
ら
ん
と
覚
え
候
ふ
な
り
。
故
に
、
此
の
形
像

当
時
は
西
方
真
仏
に
勝
れ
奉
り
給
ふ
べ
し
と
こ
そ
覚
え
候
へ
。

こ
の
よ
う
な
想
像
上
の
光
景
を
法
会
の
場
に
出
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
新
造
の
阿
弥

陀
如
来
像
は
単
な
る
仏
像
で
は
な
く
な
る
。
法
皇
と
こ
の
国
の
衆
生
を
救
済
す
る

力
を
持
つ
、
生
身
の
仏
像
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
澄
憲
の
唱
導
の
言
葉

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

生
き
た
仏
像
を
生
み
出
す
澄
憲
の
営
み
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
法
皇
自
身
を
生
身

の
仏
と
み
な
す
ま
で
に
至
る
。
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
八
月
、
後
白
河
法
皇
は

清
涼
寺
に
参
籠
し
法
華
八
講
を
行
っ
た
。
金
沢
文
庫
保
管
『
転
法
輪
鈔
』「
嵯
峨
清

涼
寺
御
八
講
表
白
」「
八
講
結
願

第
八
座　

為
聖
覚
已
講
草
之

」23
＊

で
は
、
優
填
王
釈
迦
造
像
譚

に
触
れ
た
後
、
後
白
河
法
皇
の
臨
幸
を
讃
え
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

尺
尊
昔
撫
此
像
頂
、
付
属
滅
後
衆
生
給
。

此
仏
今
摩
法
皇
頂
、
付
属
我
朝
衆
生
給
。

清
涼
寺
の
釈
迦
像
は
中
国
に
伝
来
し
た
優
填
王
像
を
平
安
時
代
に
入
宋
し
た
奝
然

が
摸
刻
し
て
請
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
語
ら
れ
る
の
は
、
尺
尊
か
ら
優

填
王
像
へ
、
さ
ら
に
優
填
王
像
か
ら
法
皇
へ
、
法
が
付
属
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
人
々
を
救
済
す
る
力
が
、
時
代
と
地
域
を
越
え
て
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
澄
憲
の
言
葉
に
よ
り
、
後
白
河
法
皇
自
身
が
生

身
の
仏
と
同
様
の
存
在
と
な
る
。
こ
の
時
の
法
皇
は
四
天
王
寺
で
灌
頂
を
受
け
た

金
剛
仏
子
の
玉
躰
で
も
あ
っ
た
。
生
身
の
仏
と
し
て
の
法
皇
は
、
清
涼
寺
釈
迦
像

か
ら
末
世
の
衆
生
を
救
う
力
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
完
成
す
る
。
そ
れ
を
唱
導
と

い
う
営
み
を
通
し
て
実
現
し
た
の
が
澄
憲
で
あ
っ
た
。

　

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
弁
暁
は
仏
道
修
行
に
よ
り
天
魔
を
退
け
、
生
身
の

仏
の
よ
う
に
崇
め
ら
れ
る
法
皇
像
を
、
法
会
の
場
を
通
し
て
世
間
に
発
信
し
て
い

た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
法
皇
像
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
法
皇
御
灌
頂
物
語

に
描
か
れ
る
「
金
剛
仏
子
」
の
法
皇
像
へ
と
た
し
か
に
継
承
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

で
は
澄
憲
が
描
い
て
見
せ
た
よ
う
な
、
仏
法
の
付
属
を
得
て
日
本
国
の
衆
生
を
救

済
す
る
力
を
得
た
法
皇
像
は
、
物
語
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
。

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
十
分
な
考
察
を
展
開
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
だ
が
、
唱
導
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
後
白
河
法
皇
を
見
て
い
く
こ

と
で
、『
平
家
物
語
』
が
持
つ
性
格
の
重
要
な
一
面
が
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
と

い
う
見
通
し
は
最
後
に
示
し
て
お
き
た
い
。

六
、
お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
弁
暁
や
澄
憲
が
後
白
河
法
皇
を
め
ぐ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
た
か
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
末
世
の
民
衆
を
救
済
す
る

理
想
の
法
皇
像
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。
で
は
一
体
な
ぜ
、
弁
暁
や
澄
憲
は
こ
こ

ま
で
法
皇
を
礼
讃
し
、
美
化
し
た
の
か
。
弁
暁
や
澄
憲
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
所
属

す
る
宗
や
寺
院
の
思
惑
や
利
害
が
絡
ん
で
い
た
面
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で

は
む
し
ろ
、
弁
暁
や
澄
憲
と
い
っ
た
唱
導
僧
が
、
宗
や
寺
院
を
越
え
て
連
携
し
て
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い
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
こ
の
時
代
、
弁
暁
や
澄
憲
を
含
む
四
箇
大
寺
（
延
暦

寺
・
園
城
寺
・
東
大
寺
・
興
福
寺
） 

の
唱
導
僧
が
、
後
白
河
法
皇
を
中
心
に
集
結

し
、
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
理
想
の
法
皇
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
後
白

河
法
皇
と
各
寺
院
の
唱
導
僧
が
共
同
で
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ

た24
＊

。
そ
れ
は
な
ぜ
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
後
白
河
法
皇

の
時
代
に
大
規
模
な
内
乱
が
起
こ
り
、
多
く
の
死
者
が
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
と
考

え
た
い
。
後
白
河
法
皇
は
死
者
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
た
の
が

弁
暁
や
澄
憲
の
唱
導
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
唱
導
と
「
鎮
魂
」
と
い
う
問
題
が
浮

か
び
上
が
る
。
こ
れ
が
唱
導
か
ら
『
平
家
物
語
』
の
性
格
を
考
え
る
た
め
の
一
つ

の
通
路
に
な
る
。

　

そ
の
際
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
る
文
章
が
近
年
発
表
さ
れ
た
。「
鎮
魂
」
に
つ
い

て
述
べ
た
佐
伯
真
一
氏
の
「『
平
家
物
語
』
は
鎮
魂
の
書
か
」
と
い
う
短
文
で
あ

る25
＊

。「
鎮
魂
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
近
代
の
文
献
で
は
ほ
と
ん
ど
が
鎮
魂
祭
に

関
わ
る
用
例
で
あ
り
、「
身
体
か
ら
遊
離
し
た
、
あ
る
い
は
遊
離
し
よ
う
と
す
る

霊
魂
を
体
内
に
呼
び
戻
し
、
鎮
め
て
、
生
命
力
を
活
発
に
す
る
こ
と
で
寿
命
の
永

続
を
は
か
る
意
」（『
日
本
民
俗
大
辞
典
』）
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
が
、
近
代
以

降
、「
死
者
の
霊
を
慰
め
鎮
め
る
こ
と
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』「
鎮
魂
」
第
三
項
）

で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
平
家
物
語
』
や
軍
記
物
語

を
「
鎮
魂
の
文
学
」
と
言
う
際
に
は
注
意
が
必
要
だ
が
、
研
究
史
に
お
い
て
「
鎮

魂
」
の
概
念
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
「
鎮
魂
」
の
内
実
を
考
え
直
し
て
み
る
べ
き
こ
と
に
注
意
を
促
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
「
鎮
魂
」
に
つ
い
て
、
佐
伯
氏
は
『
平
家
物
語
』
の
研
究
史
で
は
大
き
く

二
つ
の
方
向
が
探
究
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
死
者
の
立
場
に
立
っ
た
語

り
―
霊
に
語
ら
せ
た
上
で
そ
れ
を
鎮
め
る
形
の
語
り
―
を
想
定
す
る
方
向
性

で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
生
者
の
立
場
に
立
っ
た
語
り
―
死
者
の
美
化
や
死
者

へ
の
同
情
な
ど
を
盛
り
込
む
こ
と
で
死
者
を
慰
め
る
語
り
―
を
想
定
す
る
方
向

性
で
あ
る
。
た
だ
、
ど
ち
ら
で
考
え
て
も
、
現
存
の
『
平
家
物
語
』
を
全
て
説
明

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
、
第
三
の
「
鎮
魂
」
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
必

要
だ
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
威
圧
・
説
得
の
鎮
魂
」
で
あ
る
。
例
と
し
て
、
建

久
八
年
（
一
一
九
七
）
の
源
親
長
敬
白
文
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
清
盛

が
行
っ
た
南
都
焼
討
や
法
皇
幽
閉
を
批
判
し
て
い
る
が
、
趣
旨
は
平
家
批
判
で
は

な
く
、
恨
み
や
悲
し
み
を
含
ん
だ
ま
ま
戦
乱
で
命
を
落
と
し
た
軍
兵
の
霊
を
鎮
め

る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、
死
者
達
を
説
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

平
家
側
で
戦
っ
た
の
は
国
家
に
叛
く
悪
事
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
源
頼
朝
に
討
た

れ
た
の
は
し
か
た
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
、
死
者
達
に
死
を
納
得
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
、
頼
朝
体
制
は
そ
の
罪
を
寛
大
な
立
場
か
ら
恕
す
と
宣
言
す

る
こ
と
で
、
怨
み
の
連
鎖
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
。
佐
伯
氏
は
こ
の
よ
う
な
敬
白

文
の
構
造
は
『
平
家
物
語
』
と
よ
く
似
て
い
る
と
言
う
。『
平
家
物
語
』
は
清
盛
を

徹
底
的
に
批
判
す
る
が
、
滅
び
ゆ
く
平
家
の
人
々
に
対
し
て
は
、
滅
び
を
当
然
の

こ
と
と
し
つ
つ
も
そ
の
罪
を
追
及
せ
ず
、
む
し
ろ
救
済
を
描
い
て
い
く
。

　

第
三
の
「
鎮
魂
」
を
提
案
す
る
佐
伯
氏
の
方
向
性
は
、
唱
導
か
ら
『
平
家
物
語
』

を
考
え
る
際
の
導
き
と
な
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
威
圧
・
説

得
の
鎮
魂
」
は
、
唱
導
で
展
開
さ
れ
た
論
理
に
通
じ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る26

＊

。

弁
暁
や
澄
憲
の
唱
導
は
、
勝
者
で
あ
る
後
白
河
法
皇
の
立
場
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
ま
ず
は
そ
の
言
説
が
、『
平
家
物
語
』
の
構
造
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て

い
る
可
能
性
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
示
し
た
資
料

か
ら
は
、
唱
導
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
後
白
河
法
皇
像
が
物
語
の
基
本
的
な
性
格

を
規
定
し
て
い
る
可
能
性
が
予
測
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
唱
導
に
お
け
る
「
鎮

魂
」
が
『
平
家
物
語
』
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思

う
。

　

唱
導
が
作
り
上
げ
た
後
白
河
法
皇
の
姿
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
唱
導
に
お
け
る
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【
注
】

＊
1�

後
藤
丹
治
『
改
訂
増
補　

戦
記
物
語
の
研
究
』
筑
波
書
店
、
一
九
三
六
年
、
大
学

堂
書
店
か
ら
改
訂
増
補
再
版
、
一
九
七
二
年
、
小
林
美
和
『
平
家
物
語
生
成
論
』
三

弥
井
書
店
、
一
九
八
六
年
、
武
久
堅
『
平
家
物
語
成
立
過
程
考
』
桜
楓
社
、
一
九
八

六
年
な
ど
。

＊
2�

牧
野
和
夫
氏
（『
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
説
話
と
学
問
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇

五
年
な
ど
）
ら
が
精
力
的
に
追
究
し
て
き
た
。

＊
3�

林
雅
彦
・
小
池
淳
一
編
『
唱
導
文
化
の
比
較
研
究
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
一
年
な

ど
。

＊
4�

「
安
居
院
流
唱
導
書
の
形
成
と
そ
の
意
義
」
阿
部
泰
郎
編
『
中
世
文
学
と
寺
院
資

料
・
聖
教
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
、「
平
家
物
語
と
仏
事
儀
礼
」
佐
伯
真
一
編
『
中

世
の
軍
記
物
語
と
歴
史
叙
述
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
一
年
な
ど
。
な
お
、
唱
導
を
含
め

た
、
仏
教
と
『
平
家
物
語
』
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
は
、「
仏
教
と
延
慶
本
平
家
物

語
」
栃
木
孝
惟
・
松
尾
葦
江
編
『
延
慶
本
平
家
物
語
の
世
界
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇

九
年
、「
唱
導
」『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
一
〇
年
で
ま
と
め
た
こ
と

が
あ
る
。

＊
5�

大
津
雄
一
・
日
下
力
・
佐
伯
真
一
・
櫻
井
陽
子
編
『
平
家
物
語
大
事
典
』
東
京
書

籍
、
二
〇
一
〇
年
。「
後
白
河
院
」
の
項
目
は
佐
伯
真
一
氏
が
執
筆
。

＊
6�

『
玉
葉
』
建
久
四
年
（
一
一
九
三
）
二
月
二
十
日
条
。

�

＊
7�

牧
野
淳
司
・
三
好
俊
徳
・
筒
井
早
苗
・
阿
部
美
香
・
猪
瀬
千
尋
「
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
解
題
と
翻
刻
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
八

八
集
、
二
〇
一
七
年
。

＊
8�

比
較
的
最
近
の
も
の
と
し
て
、
遠
藤
基
郎
『
後
白
河
上
皇　

中
世
を
招
い
た
奇
妙

な
「
暗
主
」』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
美
川
圭
『
後
白
河
天
皇　

日
本
第
一
の

大
天
狗
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
。
美
川
氏
は
著
書
の
冒
頭
で
、
こ

れ
ま
で
の
後
白
河
評
価
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
武
士
の
台
頭
に
翻
弄
さ
れ
る
古

代
最
後
の
王
と
い
う
見
方
や
、
清
盛
や
頼
朝
を
翻
弄
し
た
権
謀
術
数
の
政
治
家
と
い

う
と
ら
え
か
た
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
日
本
史
学
で
は
、
平
清
盛
の
政
権
や
源
頼

朝
の
鎌
倉
幕
府
と
の
関
係
の
中
で
、
後
白
河
が
ど
の
よ
う
な
政
治
家
で
あ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
。

＊
9�

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
『
称
名
寺
聖
教　

尊
勝
院
弁
暁
説
草　

翻
刻
と
解
題
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
。
ま
た
、
ご
く
最
近
、
鎌
倉
時
代
の
唱
導
僧
で
あ
る
湛
睿

の
唱
導
資
料
も
公
刊
さ
れ
た
。
納
冨
常
天
『
金
沢
文
庫
蔵　

国
宝
称
名
寺
聖
教　

湛

睿
説
草　

研
究
と
翻
刻
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
。

＊
10�

「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
転
法
輪
鈔
』
解
題
と
翻
刻
」（
前
掲
）。

＊
11�

「
表
白
論
の
射
程
―
寺
社
文
化
圏
と
世
俗
社
会
と
の
交
錯
」
大
橋
直
義
・
藤
巻
和

宏
・
高
橋
悠
介
編
『
中
世
寺
社
の
空
間
・
テ
ク
ス
ト
・
技
芸
』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
七
四
）

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
、「
天
下
乱
逆
を
め
ぐ
る
唱
導
―
弁
暁
草
と
延
慶
本
『
平

家
物
語
』
―
」
日
下
力
監
修
、
鈴
木
彰
・
三
澤
裕
子
編
『
い
く
さ
と
物
語
の
中
世
』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
、「
唱
導
資
料
か
ら
見
る
堂
舎
建
立
と
造
仏
の
営
み
」『
説

話
文
学
研
究
』
五
三
、
二
〇
一
八
年
な
ど
。

＊
12�

前
掲
の
美
川
圭
氏
著
書
は
、
従
来
の
後
白
河
研
究
を
一
変
さ
せ
た
も
の
と
し
て
棚

橋
光
男
氏
の
研
究
（『
後
白
河
法
皇
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
五
年
）
に
言
及

し
て
い
る
。
棚
橋
氏
は
民
衆
を
と
ら
え
る
高
度
な
文
化
の
政
治
性
を
後
白
河
が
生
み

出
し
て
い
た
と
考
え
て
い
た
。
美
川
氏
は
、
棚
橋
氏
の
研
究
を
受
け
、「
い
っ
た
い
後

白
河
は
民
衆
を
と
ら
え
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
後
白
河
の
も
と
で
内
乱
が
激

し
さ
を
増
し
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
の
も
の
に
著
書
を
執
筆
し
た
。
以
下
、
本

「
鎮
魂
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
こ

と
で
、
よ
う
や
く
『
平
家
物
語
』
の
性
格
を
よ
り
的
確
に
見
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
物
語
の
基
底
に
あ
る
性
格
は
、
唱
導
と
の
関
連
性
を
視
野
に
入
れ

る
こ
と
で
、
は
っ
き
り
と
し
た
輪
郭
を
表
す
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
、
唱

導
か
ら
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
な
形
で
離
れ
た
も
の
に
、
物
語
が
な
っ
て
い
る
か
、

を
問
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
研
究
集
会
「T

he T
ale of the H

eike and other w
arrior 

tales: a Japanese epic?

」（
二
〇
一
七
年
十
月
十
九
～
二
十
日
、
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
）

で
研
究
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
し
て
い
る
。
な
お
、
本
研
究
は
、
平
成
三
十
年
度
学
術

研
究
助
成
基
金
助
成
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
中
世
唱
導
資
料
の
多
角
的
研
究
」（
研
究
課
題

／
領
域
番
号17K

02428

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
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稿
で
は
、
後
白
河
法
皇
の
も
と
で
行
わ
れ
た
澄
憲
や
弁
暁
の
言
説
に
着
目
す
る
。
唱

導
は
参
集
し
た
聴
衆
の
眼
前
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

行
為
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
唱
導
資
料
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
後
白
河
が
作
り
上

げ
た
民
衆
を
巻
き
込
む
文
化
の
政
治
性
の
一
面
を
解
明
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

＊
13�

本
稿
は
注
11
の
論
文
で
述
べ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
、
後
白
河
法

皇
を
中
心
に
据
え
て
、
唱
導
と
物
語
と
の
関
係
性
を
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

＊
14�

堂
供
養
上
帖
は
、
僧
侶
の
堂
供
養
を
集
め
て
い
る
が
後
欠
で
あ
り
、
六
篇
し
か
残

存
し
て
い
な
い
。
松
殿
基
房
関
係
の
表
白
を
集
め
た
帖
は
、
基
房
と
そ
の
妻
が
主
催

し
た
も
の
で
あ
り
、
松
殿
と
い
う
特
定
の
場
で
澄
憲
が
行
っ
た
唱
導
の
姿
を
伝
え
て

い
る
。
密
教
関
係
の
帖
は
澄
憲
自
身
や
九
条
兼
実
、
慈
円
が
行
っ
た
修
法
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
堂
供
養
下
帖
は
、
様
々
な
施
主
の
要
請
に
応
じ
て
作

成
し
た
表
白
を
収
録
し
て
い
る
。
今
回
、
考
察
の
対
象
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

＊
15�

引
用
は
前
掲
の
翻
刻
に
よ
り
、
私
に
訓
み
下
し
た
。

＊
16�

歴
博
本
『
転
法
輪
鈔
』
に
含
ま
れ
る
東
国
関
係
の
表
白
に
つ
い
て
は
、
説
話
文
学

会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
神
仏
の
儀
礼
と
宗
教
空
間
を
担
う
も
の
―
唱
導
・
仏
像
・
仮

面
」
の
報
告
（
二
〇
一
七
年
六
月
二
十
四
日
、
於
名
古
屋
大
学
）、
金
沢
文
庫
主
催
運

慶
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
運
慶
と
東
国
の
宗
教
世
界
」（
二
〇
一
八
年
二
月
十
八
日
、
於

横
浜
市
立
大
学
）
で
報
告
を
行
っ
た
。
詳
細
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

＊
17�

『
称
名
寺
聖
教　

尊
勝
院
弁
暁
説
草　

翻
刻
と
解
題
』（
前
掲
）
に
よ
る
。
分
類
番

号
三
三
六
函
一
一
四
号
三
七
。
訓
み
下
し
に
し
、
表
記
を
あ
ら
た
め
て
引
用
し
た
。

＊
18�

延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
引
用
は
汲
古
書
院
の
影
印
版
に
よ
り
、
表
記
を
あ
ら
た

め
て
あ
る
。

＊
19�

本
節
の
内
容
は
、「
表
白
論
の
射
程
―
寺
社
文
化
圏
と
世
俗
社
会
と
の
交
錯
」（
前

掲
）
で
述
べ
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

＊
20�

分
類
番
号
三
三
六
函
一
四
号
。
こ
の
帖
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
匡
一
氏
（「
後
白
河
院

と
四
天
王
寺
―
金
沢
文
庫
蔵
唱
導
資
料
「
弁
暁
草
」
か
ら
―
」『
仏
教
文
学
』
二

十
五
、
二
〇
〇
一
年
）
が
論
じ
て
い
る
の
を
参
照
で
き
る
。

＊
21�

本
節
の
内
容
は
、「
天
下
乱
逆
を
め
ぐ
る
唱
導
―
弁
暁
草
と
延
慶
本
『
平
家
物

語
』
―
」（
前
掲
）
で
述
べ
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
論
考
と
し

て
、
牧
野
淳
司
「
後
白
河
法
皇
の
王
権
と
平
家
物
語
」
石
川
日
出
志
・
日
向
一
雅
・

吉
村
武
彦
編
『
交
響
す
る
古
代　

東
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一

一
年
が
あ
る
。

＊
22�

第
五
之
五
「
天
王
寺
御
逆
修
第
七
日
讃
歎
阿
弥
陀
」（「
於
天
王
寺
讃
嘆
之

後
白
川
院

」）。

金
沢
文
庫
の
紙
焼
き
写
真
に
拠
り
、
訓
み
下
し
、
表
記
を
あ
ら
た
め
て
引
用
し
た
。

＊
23�

永
井
義
憲
・
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
唱
導
集　

上
巻
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年

に
よ
る
。

＊
24�

弁
暁
・
澄
憲
が
園
城
寺
・
興
福
寺
の
唱
導
僧
と
も
連
携
し
て
い
る
こ
と
は
金
沢
文

庫
保
管
『
転
法
輪
鈔
』
後
白
河
院
帖
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

＊
25�

佐
伯
真
一
「『
平
家
物
語
』
は
鎮
魂
の
書
か
」
松
田
浩
・
上
原
作
和
・
佐
谷
眞
木

人
・
佐
伯
孝
弘
編
『
古
典
文
学
の
常
識
を
疑
う
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
七
年
。

＊
26�

た
と
え
ば
、
弁
暁
が
い
か
に
後
白
河
法
皇
を
擁
護
し
、
死
者
た
ち
に
死
を
受
け
容

れ
さ
せ
る
論
理
を
展
開
し
て
い
る
か
、
そ
の
一
端
は
「
天
下
乱
逆
を
め
ぐ
る
唱
導

―
弁
暁
草
と
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
―
」（
前
掲
）
で
触
れ
た
資
料
か
ら
も
見
て

取
る
こ
と
が
で
き
る
。


